
報告事項 ア

平成３０年度鳥取県教育委員会事務部局組織・定数改正の概要について

平成３０年度鳥取県教育委員会事務部局組織・定数改正の概要について、別紙

のとおり報告します。

平成３０年２月１９日

鳥取県教育委員会教育長 山 本 仁 志



←新教育長制度への移行に伴い事務局体制強化

教育人材開発課 給与担当が総合事務センターを併任←

← 教職員研修業務を効率化●教育企画研修課（指導主査、

●就学助成担当

●特別支援学校人事担当

●人事企画・業務改善担当

中部教育局

●小中学校人事担当

●総務課

 課長補佐

教育センター

(▲1)

 課長

 課長補佐

●指導担当

1４課所館（４課内室）　７地方・教育機関　　→　　１４課所館（４課内室）　７地方・教育機関　　（±０）

教 育 総 務 課

平 成 30 年 2 月 19 日

平成３０年度　鳥取県教育委員会事務部局　組織・定数改正の概要について

事務局定数 ２４７ → ２４７ （±０）　　　教職員定数 ４８ → ４８ （±０）　　　合計 ２９５ → ２９５ （±０）

※教育長を除く

●福利担当

●教育行政監察担当

●管理・施設助成担当

 課長補佐

●教育情報化・学校整備担当

小中学校課

 課長

●学校･家庭･地域連携推進担当

●幼児教育担当

教 育 長

 局長

●学校教育担当

●学事担当

●学校教育担当

●社会教育担当

●学事担当

 次長

 課長補佐

●総務企画担当

 参事

●学事担当

次　　長

教育総務課

西部教育局  局長

 課長

教育環境課  課長

●社会教育担当

教育次長

 次長 ●学校教育担当

東部教育局

 次長●人事担当

 局長

 課長補佐

 副所長

●指導担当

●企画担当

　　研修企画担当、学力向上担当）

●社会教育担当

●総務担当特別支援教育課

 所長

●高等学校人事担当

 義務教育主査

 課長 ●給与担当

【組織図と主な改正概要】

●学校安全・健康教育担当

 課長補佐

 所長

●学芸課（自然担当、人文担当、普及担当、

●美術振興課（調査担当，美術担当）

社会教育課

 室長　担当

船上山少年自然の家

●指導担当

●教育相談担当次長

●生涯学習推進担当

 副館長

●総務担当

●発掘事業室
●文化財担当

●管理担当

 室長　担当

 課長補佐

 副館長 ●美術館整備準備室

むきばんだ史跡公園

← 美術館整備準備室の体制を強化

 次長

　　調査整備担当

●総務課

●調査活用担当 次長

 所長

 課長
 所長

いじめ・不登校総合対策センター

 課長

※設置場所は教育センター内

センター長　　　　

 課長

●指導担当

歴史遺産室

●学校教育担当

●社会教育担当

●社会教育担当

図書館

 課長補佐

●企画研究担当

●指導担当

 課長補佐 ●学校体育担当

(＋１)

体育保健課  課長 ●総務担当

人権教育課

●指導担当

 課長

●郷土資料課（情報発信担当、環日本海交流室）

●総務課（総務担当）

●情報相談課（図書担当、相談担当、児童図書担当）

●支援協力課（学校・市町村担当、くらし・産業支援担当）

●資料課（収書・整理担当）

 館長

高校教育企画室  室長　担当

大山青年の家

 課長補佐

●学事担当高等学校課

英語教育推進室

←学校安全・健康教育担当を設置

 館長

育英奨学室  室長（課長補佐が兼職）　担当

●青谷上寺地遺跡

埋蔵文化財センター  所長 ●総務担当

博物館

文化財課


